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◆ 定期考査・模擬試験…テストは何のためにある？ 

2 学期の期末考査の答案が返却されまし

た。また、11 月ベネッセ模試の結果も web 上

で確認していることと思います。 

ところで、皆さんは「テスト」をどのよう

なイメージでとらえていますか？ 一定期間

の授業があって、その学習の成果・結果がテ

ストの点で測られて、成績が最終的に決定す

る、まさに「最後の審判」…そんなイメージ

を持っていませんか？  

でもよく考えてみると、テスト＝試験、「試」も「験」も訓読みすれば「ためす」です。つまり、テスト

は「ためす」ためのものなのです。 

F1（formula1）と呼ばれる世界最高峰の自動車レースがあります。世界中を転戦しながら、年間 24 戦で

チャンピオンの座を競うものです。ところでこのレースに関わる人たちは、レース本番の日以外は何をして

いるのでしょうか？ そう、「テスト」をしているのです。レースが行われるコースを何周か走ってみて、車

にある問題点を見つけて、いろいろ調整したり部品を交換したりして、それがうまく機能しているか確認す

るためにまた走ってみて…を繰り返しているのです。 

皆さんの「テスト」もこれと同じだと考えてみましょう。テストを受けて、その結果から自分の学力の問

題点を見つけて、知識の不足を補ったり、別の解き方を手に入れたりする。また学習方法自体にも問題点が

なかったかを反省し、改善すべき点は改善する。そして次のテストでそれらがうまく機能するかをまた確認

し、うまくいっていれば「どうすればもっとうまくいくか」を考え、うまくいっていなければその原因を見

つけ、改善する…。 

このように考えてみると、テストは「最後の審判」すなわち学習活動の最終的な結果判定ではなく、むし

ろ学習改善の起点なのです。テストの結果を見て一喜一憂するのではなく、そこから得られるものを自分の

学習に活かし、最終的には第一志望合格という「栄冠」を勝ち取りましょう！ 

 

◆ 文理・科目選択を終えて…あとは覚悟を決めて取り組もう！ 

9 月から 11 月にかけて、1 年生は文理選択、2 年生は 3 年次＝

受験に向けての科目選択を終えました。12 月の保護者懇談会で

は、皆さんの志望進路と次年度の選択について、保護者の方も交

えての最終確認となります。選択にあたっては、自分の関心のあ

る学問分野、就きたい職業、学習上の得意、不得意等を考慮しな

がら決めていったことでしょう。その過程では「いろいろ迷っ

た」という人もいると思います。しかし、ここでもう決めたから

には、覚悟をもって「その道」を突き進むことが大切です。 

文系・理系に分かれ履修する教科目が絞られたとしても、どうしても（相対的に）苦手な教科というのは

残ります。またどんな得意教科にも、苦手な分野・単元はあるでしょう。すべての困難を回避することは不

可能です。したがってそこでは困難を「避ける」ものだと考えるのではなく、「乗り越える」ものだと考え

る発想が必要なのです。 

目標を実現するためには多少の困難はつきものと考え、それを乗り越えようとする気概が欲しいもので

す。困難を避けることを優先して、そのために当初の目標そのものを変えてしまう…、そんな学生を大学は

欲しがるでしょうか？ そんな人材を企業は必要とするでしょうか？ 

高校での日々の学習活動――班活動や委員会活動等も含む――を通して、困難を克服しても目標を達成す

る、また困難を克服する過程で一段階レベルアップしていく、そういう人間性を育んでほしいと思います。

実は「受験勉強」から得られる一番の財産というのは、そういうところにあるのではないかと思います。 



◆ 12月～2・3月の学習で気を付けるべきこと 

前号の進路だよりでも触れたように、ここから 2～3 月までの「1 年のまとめ」

の期間は、現在進行している学習内容の習得に加えて、進級に備えここまでの学

習内容の「抜け・漏れ」をなくすことを大きな目標にしましょう。 

そしてその大きな目標を踏まえ、短期的な取り組みとしては、この先行われる

各テストごとに「to do」を明確にして、それをスケジュールの中に割り当てて取

り組むようにしましょう。 

ただ、ここから 2 月まではテストの数が多く、また保護者懇談会の間の午前授

業やその後に続く冬期休業など、学習リズムがつかみづらい期間も含まれます

（下記の進路関連行事を参照のこと）。普通に授業があるときはその流れに乗って

いれば学習が進みますが、自由になる時間が多いときは自分で「やるべきこと」

「スケジュール」を決めて取り組む必要があります。そしてその難しさは幾多の

「思うようにいかなかった」長期休業を越えてきた皆さんには、十分実感されて

いると思います。 

とはいえそうした困難も、来たる受験生活に向けては乗り越えなければならな

いものです。この機会に、具体的な学習目標を持ち、具体的な学習計画に沿って

学習を進めるスタイルを確立しましょう。そして充実した年末、年度末、新学期

を迎えられるようにしましょう。 

 

１1・2学年 12～2月の進路関連行事１ 

12/19（金）～12/25（木）保護者懇談会 

→午前授業です。午後の時間の使い方に留意しましょう。 

12/26（金）終業式 

12/26（土）～1/6（火）冬期休業 

→冬期休業は 10 日程度。「あれもこれもやろう」と思わずに、具体的かつ現実

的な計画に基づいて学習を進めましょう。 

1/7（水）・1/8（木）実力テスト 

1/17（土）ベネッセ模試 

1/19（日）共通テスト体験 ※2 年生のみ。 

→全国の受験生が取り組んだ今年の共通テストそのものにチャレンジします

（ただし国・数・英のみ）。新受験生としての現在地と、目標までの距離、そ

してこれから何をどれだけやらなければならないのかを実感する機会です。 

1/25（日）英検（本会場） 

→英検の重要性については前号でも述べた通り。ここでの受験を逃した人は次

回 6 月回を待つまでもなく、CBT（PC 利用受験）も検討してみましょう。 

2/7（土）全統共通テスト模試 ※2 年生のみ 

→高校生として初めての共通テスト対策模試です（マーク式）。 

2/17（火）～2/20（金）学年末考査 

 

１3学年の動向 来年・再来年の今ごろは…１ 

11 月中旬～12 月中旬…特編授業と並行して、学校推薦型選抜の試験が続きます。 

12 月中旬…保護者懇談会。 

「どの大学を受験するか」について、共通テストが ①順調な結果だった場合／

②思ったよりも点が伸びなかった場合／③厳しい結果に終わった場合…と想定し

て、それぞれの場合の出願校を絞っていきます（国公立大については共通テスト

が終わって 2 月上旬までにすべての日程の出願を行う必要があります）。 

また私大受験については、（共通テストの結果に左右されないため）どの大学を

どの日程で受験するかを、この 12 月の時点で最終確認します（私立大の出願は 12

月下旬～1 月中旬が主流です）。 
＊の日は自習室開放あり。 
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